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　去る 6月 23 日（木）、午後 7時より本会館に
おいて第 223 回定例代議員会が開催された。
　はじめに当日は慰霊の日であることから玉城
信光議長の提案により戦没者に対する哀悼の意
を表するため黙祷が行われた。
　定例代議員会の開催については、理事会にお
いて新型コロナウイルス感染症の感染防止の観
点から規模を縮小するとともに開催時間を短縮
して開催することが決定され、出席できない代
議員は、一般社団法人一般財団法人法第 38条 1
項 3号及び第 51条に基づき議決権行使書を提出
していただいた。
　まず、玉城議長より定足数の確認が行われ、
定数 59 名に対し、出席者 15 名、議決権行使
書提出者 37 名、合わせて 52 名となっており、
定款第 28 条に定める過半数に達しているため
本代議員会が有効に成立した旨宣言された。ま
た、議事録署名人に中部地区医師会の今井千春
代議員、沖縄県公務員医師会の中矢代真美代議
員が指名された。
　冒頭、安里会長から次のとおり挨拶があった。

挨　拶
安里哲好会長
　まず初めに、先ほど戦没者に対する哀悼の意
を表し、黙祷を捧げましたが、本日、私も沖縄
陸軍病院之塔と沖縄戦殉職医療人之碑へ参拝
し、献花いたしました。
　本日の代議員会はコロナ感染対策のため、会
場へお越しいただけない先生方は書面決議での
参加となりましたことを御理解いただきたいと
思います。
　さて、本県の新型コロナウイルス感染者は、
この数日 1日当たりの新規陽性者が 1,500 人台
と高止まっています。疫学統計専門家によりま
すと、3回目ワクチンの効果が薄れ、かつ人出
が多くなる 7月下旬には感染者数が増えるので
はないかと懸念を示しております。
　そのようなことから今後のコロナ対策とし
て、施設内感染拡大を回避することや入院の対
象となりやすい高齢者や基礎疾患を有する重症
化リスクの高い方々の 4回目のワクチン接種を
県や市町村、各地区医師会等と連携、協力を図
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りながら積極的に推進していきたいと考えてお
ります。
　また、感染症類型の見直しの声が上がる中
で、ウィズコロナを見据えた対応も求められて
います。本会では多くの病院、クリニックで発
熱外来をはじめとしたコロナ診療が可能となる
よう、特にクリニックの先生方を対象に研修会
を実施することといたしましたので、会員の先
生方の御理解、御協力をお願い申し上げます。
　本会は昨年 7月から今年 6月末まで、九州医
師会連合会の担当県として関連諸行事を実施し
てきました。コロナ禍の影響で九州各県から先
生方をお招きすることはできませんでしたが、
皆様の御協力と御支援のおかげでこの大役を務
め終えることができました。心より御礼を申し
上げます。
　令和 3年度は前年度に続き多くの本会事業に
おいて、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、予定していた会議や研修会等、諸事業の
中止、あるいは規模縮小開催、オンライン会議
開催の新たな開催方法を取り入れながら会務を
遂行してきました。
　このような中、去る 4 月 8 日に 3 年ぶりに
研修医歓迎レセプションを開催しました。臨床
研修病院のうち 4病院は院内の感染対策の方針
で参加が見合わされましたが、来場者には事前
に抗原検査を実施してもらうなど、強力な感染
対策をとり、研修医をはじめ 145 人の先生方
に参加いただき、大変有意義な会となりました。
今後も各種行事に会員の先生方が直接参加でき
るような感染防止対策に努めながら事業を進め
てまいりたいと思います。
　4期目も引き続き「県民と共に歩む医師会 ｣、
「地域医療連携の充実」、加えて「魅力ある医師
会づくり」の基本方針を進めると同時に、働き
盛り世代の健康づくりを強化していきたいと思
います。また、在宅医療及び医療と介護の連携
に加え、新興・再興感染症対策も踏まえた第 8
次医療計画に積極的に関与していきます。
　さらに、地域医療構想と医師確保、特に診療
科偏在と離島診療所における医師確保は重要な

課題です。2024 年 4 月から開始予定の医師の
働き方改革は医療現場の実情に鑑み、救急医療・
地域医療・周産期医療の破綻が生じないよう、
日医と連携して進めていきたいと思います。
　このほか、外来機能報告制度や紹介受診重点
病院等は、医療圏別の地域医療調整会議の場に
おいて医療現場の関係者との十分な議論の上で
丁寧に進めていきたいと思います。
　その他、諸問題が山積していますが、新しい
役員並びに再任された役員が一丸となって邁進
する所存でございます。
　本日は、報告 2件、議事 8件を上程しており
ます。報告、議事の詳細につきましては各担当
理事より説明をいたしますので、慎重に御審議
の上、御承認を賜りますようお願い申し上げ、
挨拶といたします。

　続いて、報告・議事に移り、報告事項は宮里
善次副会長から令和 3年度沖縄県医師会会務に
ついて、比嘉監事から令和 3年度沖縄県医師会
監査についてそれぞれ報告があった。

議　事
第 1号議案　�令和 3 年度沖縄県医師会一般会

計収支決算の件
第 2号議案　�令和 3 年度沖縄県医師会医事紛

争処理特別会計収支決算の件
第 3号議案　�令和 3 年度沖縄県医師会会館建

設特別会計収支決算の件
第 4号議案　�令和 3 年度おきなわ津梁ネット

ワーク事業特別会計収支決算の件
第 5号議案　�令和 3 年度地域医療介護総合確

保基金事業特別会計収支決算の件
第 6号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会一般会

計収支予算補正の件
第 7号議案　�令和 4 年度地域医療介護総合確

保基金事業特別会計収支予算の件
第 8号議案　�沖縄県医師会顧問委嘱の件
　第 1号議案から第 8号議案について、各担当
理事から説明があり審議の結果、原案のとおり
承認可決した。
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　続いてその他事項で浦添市医師会洲鎌盛一代
議員より個人質問があり、次のとおり担当理事
から答弁があった。

質疑内容
「�定期個別予防接種事業に関する予防接種事
故・間違い報告書の名称について」		
�（浦添市医師会  洲鎌盛一代議員：個人質問）
○洲鎌盛一代議員
　予防接種の過剰接種や接種間隔の誤り等が発
生した場合には、予防接種事故報告書で浦添市
へ報告しているが、重大な医療事故を思わせる
ような表現なため本会では名称変更について検
討しており、沖縄県医師会の見解について伺い
たい。

（回答）宮里達也副会長
　報告書様式について県内各市町村へ確認し
たところ、「予防接種事故報告書」または「予
防接種間違い報告書」のいずれかの様式を用い
ており、県内の市町村においては報告書の様式
が統一されていない状況であるため、様式の違
いによって現場に混乱が生じることがないよう
に、市町村と十分な議論を尽くして対応しても
らいたい。

　続いて、その他事項で中部地区医師会中田代
議員より中部病院の耐震工事に関する県医師会
の見解が求められ、宮里達也副会長より答弁を
行った。

※�次ページの関連資料（貸借対照表等）を別紙
のとおり添付いたします。

●暴力団に関する困り事・相談は下記のところへ
受　付　　月曜日～金曜日（ただし、祝祭日は除きます）　午前10時00分～午後5時00分

電話による相談で不十分な場合は、面接によるアドバイスを行います。
「暴力団から不当な要求を受けてお困りの方は……悩まずに今すぐご相談を（相談無料・秘密厳守！）」

財団法人　暴力団追放沖縄県民会議

暴力団追放に関する相談窓口
　暴力団に関するすべての相談については、警察ではもちろんのこと、当県民会議でも応じており、
専門的知識や経験を豊富に有する暴力追放相談委員が対応方針についてアドバイスしています。
　暴力団の事でお困りの方は一人で悩まず警察や当県民会議にご相談下さい。

なくそうヤクザ スリーオーセブン

TEL（0 9 8）8 6 8 － 0 8 9 3 8 6 2 － 0 0 0 7
FAX（0 9 8）8 6 9 － 8 9 3 0（24時間対応可）
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